
  

 
  

 
 

 
 
 
 

中小企業倒産防止共済の掛金 

Ｑ：当社はこの度、中小企業倒産防止共済

に加入しました。掛金を１年分まとめて支払

いましたが、どのように取扱ったらいいので

すか？ 

 

Ａ：前納期間が１年以内のものは、支払っ

た時の損金とすることができます。 

【解説】 

会社が、長期にわたって使用され、又は運

用される基金で、法令に基づき拠出され、か

つ、公益性、緊急性の高い特定の業務の費用

に充てられるものに係る負担金又は掛金を支

出した場合には、その支出した金額は、支出

時の事業年度の損金の額に算入できるとされ

ており、この中小企業倒産防止共済の掛金も

これに該当するとされています。 

したがって、この掛金はその支出した時の

損金に算入することができるのですが、前納

期間があるものについては、次のように取扱

われます。 

①  前納期間が１年以内であるもの 

前納期間が１年以内のものは、その支出時

の損金として処理することが認められま

す。これは、前納にすると割引があること、

前払費用の額で１年以内に役務の提供を

受けるものについては支出時の損金とす

ることができるという取扱いがあること

などを考慮してのことです。 

②  その他のもの 

その他のものについては、前払金として処

理することとされています。  

Ｒ Ｅ Ｄ Ａ Ｓ   Ａ
リ ー ダ ァ ス ク ラ ブ

 

１９９４年 １月 ６日 創 刊 ・毎 日 発 行  

リ ー ダ ァ ス ク ラ ブ Ｆ Ａ Ｘ ニ ュ ー ス  

（２００５年）平成１７年  火曜日  月５  ２ 日  ４

発行所 株式会社 
大阪市中央区平野町３－１－１０  
編集発行人：税理士 三輪 厚二  

Tel  ：06-6209-7678

Fax ：06-6209-8145ＦＰシミュレション― 

第 

 

２ ７ 8 6  

 

号  


